
信号が青でも確認、みぎひだり�

　５月16日、美原小学校全児童43人が交通安全教室で横断歩道の渡り方を�

学びました。�

　グラウンドに作られた仮の横断歩道を、児童は指導員の言うことをよく�

聞いて、左右を確認しながら渡りました。信号が青でも左右を見て渡りま�

しょう。�

平成12年�
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介
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　2000年４月から、国民的議論を経て21世紀に向けた社会保障制度改革の第１歩とし
て介護保険制度がスタートし、これまでの「提供者本位の介護」から「消費者本位の介護」
へと大転換が図られることになりました。�
　こうした状況を踏まえ、本町においても保健・福祉全般にわたるサービス提供体制の
確保に関する総合計画として「別海町新高齢者保健福祉計画」と要介護者が本人の
選択に基づきサービスが受けられる体制の確保に関する計画として「介護保険事業計画」
を一本にした「別海町新高齢者保険福祉計画及び介護保険事業計画」を策定しました。�

計画の基本方向�

　高齢者をはじめ、すべての町民が住み慣れた別海町で健康を保持し、安心して�

生涯を全うできるよう、「健康で福祉の豊かなまちを目指して」を計画の基本方針�

とし、次の４つの施策に大別し推進していきます。�

疾病の予防、早期発見、早期治療を目指して、意識の啓発、健康診査・各種検診の充実などを推進して�
いきます。�

居宅介護・施設介護サービスの充実を図ります。また、サービス提供の利便性の向上を図るため、関係�

機関の連携、情報の一元化、窓口の多様化などを推進します。�

高齢者が主体的に輝く人生を送ることのできるよう、就労、趣味、生涯学習、生涯スポーツ、交流活動�
の充実を図ります。�

福祉の心を育成する福祉教育、福祉学習の充実を図ります。ノーマライゼーションの理念に基づくまち�
づくりを行政と住民との協力の中で推進していきます。�

1

2

3

4

別
海
町�

新
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画�

介
護
保
険
事
業
計
画�

計画の基本方向�

看護体験より
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計画の内容� 1 健康づくり�

計画の内容� 2 介護支援づくり�

　健康に対する意識の啓発として健康づくりキャンペーン・イベント�
（健幸カーニバル）の開催、健康教育や健康相談を一般健康教育、重�
点健康教育共に、実施していきます。�

◯従来からの健康診査の実施を
　おこなうとともに早期痴呆診
　断を痴呆予防事業として実施
　していきます。また訪問指導
　として健診要指導者、介護予
　防、介護家族への訪問を実施
　していきます。�

�
◯寝たきり予防の介護教室につ
　いては他の機関（デイサービ
　スセンター、社協、在宅介護
　支援センター）の事業協力に
　より実施を検討していきます。�

�
�
◯閉じこもり防止、痴呆予防を
　目的とした痴呆予防教室を２
　地区で実施していきます。�

◯訪問介護�
（ホームヘルプサービス）�
本町におけるサービスの確保に
ついては、社会福祉法人、ＪＡ、
民間事業所の３事業所の指定申
請が見込まれる。これにより24
時間巡回サービスなど、より利
用者のニーズに応じた、よりき
めの細かいサービスの提供が可
能となります。�

◯通所サービス�
ケアプランに基づき、通所介護
と通所リハビリテーションの調
整をはかりながら、有効的な通
所サービスの提供を目指してい
きます。�

◯短期入所サービス�
①短期入所生活介護（ショート 
　ステイ）�
　対象者の身体・精神レベルに
　より年間利用回数を設定し、
　それぞれの対象者の状態に合
　わせた利用を促進していきま
　す。�
②短期入所療養介護�
　ケアプランに基づき、短期入
　所生活介護との調整を図りな
　がら有効にサービスを提供し
　ていきます。�

◯痴呆対応型共同生活介護�
（グループホーム）�
身近な地域において、少人数の
グループによる本当の意味での
共同生活が営めるようなハード
とソフトの整備を進めていきま
す。�

◯居宅介護住宅改修�
介護保険制度で手すりの取り付
け等、小規模の一定種類（厚生
大臣が定めるもの）の住宅改修
費が支給されます。�

◯居宅療養管理指導�
在宅でも安心して療養できるよ
う医学的管理や療養指導等が受
けられる環境づくりに努めてい
きます。�

◯訪問看護�
現在１箇所の別海町訪問看護ス
テーション「やまびこ」が事業
所の指定申請を行い、訪問看護
サービスを提供していきます。�

疾病の早期発見・早期予防として�

１．法定居宅サービス�

・�
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◯訪問理美容サービス事業�
　理美容組合の協力を得て、居
　宅で手軽にサービスを受けら
　れるよう検討していきます。�

◯緊急通報体制整備事業�
　計画的に緊急通報装置の貸与
　を継続し、ボランティアを活
　用しながら、貸与世帯に対す
　る電話・訪問安否確認事業の
　実施を検討していきます。　�

◯軽度生活援助事業�
　健康な高齢者や地域住民やボ
　ランティア等を活用したサー
　ビスの提供を検討していきま
　す。�

◯住宅改修指導事業�
　住宅改造に関する相談・指導
　は在宅介護支援センターを中
　心にそのシステムを作ってい
　くことを検討していきます。�

◯高齢者共同生活支援事業�
　互いに生活を共同化・合理化
　して共同で生活する共同体に
　対し、公的サービスの提供や
　近隣住民、ボランティアによ
　る生活援助を組織することを
　検討していきます。�

◯除雪サービス事業�
　軽度生活援助事業等を検討す
　る中で本事業の見直し検討し
　ます。�

◯訪問入浴サービス事業�
　介護保険制度上の事業所指定
　申請は見込めないため、一般
　の福祉事業として本事業を継
　続していきます。�

◯介護老人福祉施設�
　「介護老人福祉施設」（特別
　養護老人ホーム）は高齢者に
　とって居住性が高いことなど
　から施設の改修時には定員増
　も検討していきます。�

◯介護老人保健施設�
　介護老人保健施設は、本来在
　宅復帰を目指す短期入所型の
　施設であり、今後、需要増が
　予想されるため増床も検討し
　ていきます。　�

�

◯配食サービス事業�
　地域とのふれあいが生まれる
　ようなシステムづくりを検討
　します。� ◯外出支援サービス事業�

　通常の交通機関を利用して移
　動することが困難な在宅の寝
　たきり高齢者等の文化活動へ
　の参加に対しても外出支援を
　検討していきます。�

２．一般福祉において行う居宅サービス�

介護予防・生きがい活動支援事業�

介護保険制度下における要介護認定おいて�
「自立」と認定された高齢者に対して、以�
下のサービス提供を行っていきます。�

　　◯自立支援及び予防指導事業�
　　　（自立支援ホームヘルプ）�

　　◯生きがい活動支援通所事業�
　　　（生きがいデイサービス）�

　　◯自立支援及び予防短期宿泊事業�
　　　（自立支援ショートステイ）�

高齢者生活支援事業�

◯寝具洗濯乾燥消毒�
　サービス事業�
　洗濯及び消毒サービスについ
　ては今後検討していきます。�

３．施設サービス�

介護保険法定外の施設サービス�

介護保険法定施設サービス�

ケアハウス（定員30名）を町が運営し�
ております。また、高齢者生活ハウス�
は１施設（定員11名）を整備中で、さ�
らに高齢者・障害者対応住宅の整備や�
地域ハウスの整備を検討していきます。�
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計画の内容� 3 いきがいづくり・まちづくり�

◯関連機関の充実と�
　ネットワーク�
　ケアマネジメントが円滑に行
　われるには、利用者から一貫
　した援助を受けていると思わ
　れるようなサービス提供が行
　われることが求められます。
　関連機関との連携を持ち、情
　報交換や連携のあり方を考え
　ていくための「総括拠点」の
　設置が求められます。�

◯広報・啓発事業の充実�
　介護保険事業に関し、介護保
　険事務局が制度の周知や解説
　等のための広報活動（パンフ
　レット、説明ビデオ、解説用
　冊子等の作成や導入と配布）
　を行い、町の広報媒体等を活
　用し、総合的で分かりやすい
　保健福祉情報を住民に提供し
　ていきます。�

◯相談・苦情処理体制の�
　整備�
　介護保険制度の施行に伴い、
　自らの地域にあった相談・苦
　情体制を構築していく必要が
　あり、まず別海町において相
　談・苦情の具体的な即時対応
　を行い、その内容によっては、
　国保連や道との連携をとって
　解決していきます。�

◯就労の場の確保・創出�
　事業主に再就職・継続雇用の
　促進を働きかけると共に、助
　成制度を考えていきます。�

◯スポーツ・レクリエー
　ション活動の普及促進�
　各地域の敬老会活動への援助
　を高め、公民館活動・社会福
　祉協議会等を通して、より強
　力に進めていきます。�

◯老人クラブ活動の活性化�
　新しい時代に向けての活動内
　容の充実を図ります。�

◯生涯学習の充実�
　多目的使用の施設「生涯学習
　センター（仮称）」を建設し、
　活動の拠点としていきます。
　また、いきがい対策のための
　専門係を設置し、指導者を育
　成していきます。�
　学習会の整備充実として「高
　齢者向け講座」の開設を目指
　します。�

◯ノーマライゼーションの�
　啓発・普及�
　町広報紙等によるノーマライ
　ゼーション思想の啓発・普及
　を行います。�

◯地域福祉推進体制の充実�
　社会福祉協議会の機能充実と
　地域福祉協力団体の活動強化、
　地域福祉ネットワークの形成
　を図ります。�

◯福祉ボランティア活動の
　促進�
　愛の一声活動、友愛訪問、除
　雪活動など地域奉仕活動の推
　進や地域ボランティア活動の
　活性化を図ります。�

◯人にやさしいまちづくりの
　推進�
　高齢者や障害者に配慮した住
　宅や公共施設、街路などの整
　備推進や交通の確保などの高
　齢者や障害者が地域で自立し、
　安心して生活できる条件づく
　りを推進していきます。�

◯シルバー人材センターの
　充実�
　能力等に応じた人材の把握と、
　登録台帳等の整備を行い、ニ
　ーズに応じた派遣ができる体
　制づくりを行っていきます。�

サービスの円滑な実施を確保するための方策�

１．いきがいづくり�

２．まちづくり�
本町ではすべての住民が家庭や地域のふれあい�
や支えあいを通じて安心して暮らせる福祉の町�
を目指し、住民参加型の地域福祉施策を展開し�
ていきます。�
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まちのできごと�まちのできごと�
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別
海
町
の
四
季
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
て
い
た
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
町
内
外
か
ら

二
百
十
二
点
の
応
募
が
あ
り
、
四

月
二
十
八
日
、
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

最
優
秀
賞
は
釧
路
市
の
柳
堀
利

和
さ
ん
の
「
ば
ん
ば
競
争
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
小
学
校
を
対
象

に
「
学
校
対
抗
・
ク
ラ
ス
対
抗
の

部
」
を
開
催
し
、
九
校
・
三
十
ク

ラ
ス
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
学

校
に
上
風
連
小
学
校
、
最
優
秀
ク

ラ
ス
に
美
原
小
学
校
三
・
四
年
生

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

左
記
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
の

で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
観
光
係
（
内
線
４

７
３
）

○日時・場所

¡６／６c～６／18a 走古丹防災センター　

¡６／22e～６／24g 中央公民館

¡６／27c～７／９a 西春別支所ロビー

¡７／11c～７／23a 大成地域センター

¡７／25c～８／６a 上春別地域センター

¡８／８c～８／20a 西春別地域センター「みらい館」

¡８／22c～９／３a 図書館

第
十
回
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
展最優秀賞「ばんば競争」

理
容
師
会
が
清
翠
園
で

奉
仕
活
動

五
月
十
四
日
、
別
海
理
容
師
会

と
中
標
津
理
容
師
会
の
会
員
十
一

人
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠

園
を
訪
れ
、
理
容
奉
仕
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
慰
問
は
毎
年
、
母
の
日
と

年
末
の
二
回
恒
例
の
行
事
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
母
の
日
と
あ
っ
て
、

女
性
の
方
が
優
先
的
に
髪
を
切
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
顔
を
剃
っ
て
も

ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

入
園
者
の
な
か
に
は
「
ま
だ
で

す
か
」
と
こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で

い
た
方
や
、
気
持
ち
良
く
て
居
眠

り
を
す
る
方
も
い
ま
し
た
。

五
月
三
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
清
翠
園
入
所
中
の
國
分
ハ
ル

ノ
さ
ん
が
満
九
十
九
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
白
寿
の
お
祝
い
に

訪
れ
た
森
田
収
入
役
か
ら
、
花
束

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

國
分
さ
ん
は
、
明
治
三
十
四
年

福
島
県
生
ま
れ
。
昭
和
七
年
か
ら

町
内
に
移
住
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。



7 6

家
族
で
に
ぎ
わ
う

潮
干
狩
り

尾
岱
沼
青
少
年
旅
行
村
で
「
潮

干
狩
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、

本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
む
か

え
た
五
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
の

五
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
町
内
外
か
ら
大
勢

の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
、
訪
れ

た
人
は
受
付
で
手
渡
さ
れ
た
ポ
リ

バ
ケ
ツ
を
手
に
、
潮
が
引
い
た
前

浜
で
く
ま
手
を
使
い
ア
サ
リ
掘
に

熱
中
。
大
粒
の
ア
サ
リ
を
選
ん
で

バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
に
し
て
持
ち
帰

っ
て
い
ま
し
た
。

町
内
在
住
で
九
十
歳
に
な
る
方

を
祝
う「
別
海
町
長
寿
賞
」
を
、お

二
人
の
方
が
受
賞
し
、
長
寿
賞
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、今
年
度
か
ら
久
末
と
よ
子（
中

春
別
南
町
７
の
１
２
）さ
ん
と
　
木

マ
サ
イ（
豊
原
６
の
２
）さ
ん
が
趣

味
で
作
ら
れ
て
い
る
「
ふ
く
ろ
う

の
縫
い
ぐ
る
み
」
を
長
寿
賞
の
方

に
渡
し
て
欲
し
い
と
申
し
入
れ
が

あ
り
一
緒
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

別海消防団第５分
団（上春別）の遠藤
光男分団長が、この
たび平成11年度消防
庁長官永年勤続功労
章を受章されました。

永年勤続功労章は現職消防団員で勤続
25年以上団員として活動し、功績のある
方に贈られる章です。
遠藤分団長は、昭和41年３月に入団、

以来34年間数多くの災害などに率先して
出動し、地域住民の生命財産を守り、防
火思想の普及にも努め、消防団幹部とし
て団員の指導育成など消防体制の強化に
努めたことが認められたものです。

消防庁長官表彰受章
安
田
は
な
さ
ん

明
治
四
十
三
年
四
月
二
十
八
日
生

別
海
宮
舞
町
８
６

天
間
よ
し
い
さ
ん
　

明
治
三
十
六
年
八
月
十
日
生

豊
原
３
３
の
４
３

福を呼ぶ「ふくろうのぬいぐるみ」
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「
看
護
の
日（
五
月
十
二
日
）」

に
ち
な
み
、
老
人
保
健
施
設
（
す

こ
や
か
）
で
、
お
年
寄
り
の
介
護

の
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
回
目
の
今
回
は
、
五
月
九
日
、

十
日
の
両
日
別
海
中
央
小
学
校
の

児
童
三
十
人
が
参
加
。

白
衣
に
身
を
包
ん
だ
未
来
の
ナ

ー
ス
は
、
担
当
看
護
婦
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
老
人
保
健
施
設
の
入

所
者
に
、
同
じ
目
線
に
な
る
よ
う

に
し
ゃ
が
み
込
み
食
事
の
介
助
を

体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
町
立
別
海
病
院
で
、

手
術
室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
や
看
護

婦
の
働
く
様
子
な
ど
を
見
学
。
参

加
し
た
児
童
は
「
介
助
や
看
護
は

人
の
役
に
立
つ
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
と
思
っ
た
」
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

未来のナイチンゲール
看護体験

ま
ご
こ
ろ
サ
ー
ビ
ス

四
月
二
十
七
日
、
公
明
別
海
支

部
婦
人
部
（
広
川
豊
子
代
表
）
か

ら
町
内
の
小
中
学
校
へ
雑
巾
千
二

百
五
十
枚
が
寄
贈
さ
れ
、
教
育
委

員
会
を
訪
れ
た
代
表
か
ら
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
寄
贈
さ
れ
た
雑
巾
は
す

べ
て
手
縫
い
で
、
部
員
以
外
に
も

多
く
の
人
が
協
力
し
て
縫
い
上
げ

た
も
の
で
す
。

婦
人
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
老
人
ホ
ー
ム
に
お
む
つ
を
寄
贈

す
る
な
ど
、
地
域
に
長
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

緑
を
大
切
に

中
央
中
街
頭
募
金
活
動

別
海
中
央
中
学
校
（
楠
瀬
功
校

長
）
は
五
月
九
、
十
日
の
二
日
間

Ａ
コ
ー
ブ
別
海
店
前
で
、
み
ど
り

の
羽
根
街
頭
募
金
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
募
金
活
動
は
中
央
中
学
校

生
徒
会
（
吉
田
和
弘
会
長
）
が
中

心
と
な
っ
て
行
わ
れ
、
明
る
く
元

気
な
声
で
「
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
」
と
呼
び
か
け
、
買
物
に
き
た

主
婦
な
ど
が
募
金
を
し
て
い
ま
し

た
。
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寒い冬から開放されて、躍動の季節を迎え、町内
各地では多くの町民の皆さんが盛んにスポーツ活動
を楽しんでおられることと思います。
本町の体育スポーツ活動の拠点施設「別海町総合

スポーツセンター」（館長千葉俊信）は、今年５月で
開館20周年を迎えました。
現在、町内各地には33のスポーツ施設が整備され

ていますが、大半は昭和55年建設の「町民体育館」
の後に整備されたものです。
この町民体育館は「別海町総合スポーツセンター」

の中心施設で、野球場、陸上競技場、スケートリン
ク、パークゴルフ等別海地区に整備された13のスポ
ーツ施設の総称であります。
開館記念事業として行ったモスクワオリンピック

出場予定の小島孝治監督率いる「全日本女子バレー
ボールチーム」の合宿、紅白試合は今も記憶に残る
思い出であります。20年前の当時の町内スポーツ施

設といえば、上屋なしの町民プール（昭和50年建設）、
町営野球場（昭和52年建設）、庭球場・陸上競技場
（昭和53年）の４施設のみでバレーボールや卓球、バ
ドミントン等の室内競技は、小、中、高校の屋体を
学校教育に支障のない範囲内で地域に開放していた
だく「学校開放」の形が本町のスポーツ振興の主流
でありました。
現在は町民の皆さんが希望するスポーツは「いつ

でも」「どこでも」気軽に楽しめるという文字通り
「生涯スポーツの時代」に対応できるスポーツ環境が
整備されております。

これらのスポーツ施設を利用して、別海町体育協会
（18競技協会加盟、会員1,598名）やスポーツ少年団
（26スポーツ少年団加盟、会員1,169名）が競技力の向
上を目指して練習に励んでいる一方、最近は一般町
民の皆さん方の、成人病予防のための健康づくりや
生きがいづくりのため軽スポーツそして全身運動の
水泳に人気があるようであります。
このように教育委員会では、総合スポーツセンタ

ーの開館20年を契機として、町民の誰もが生涯各期
にわたって、いつでも・どこでもスポーツに親しむ
ことができる「生涯スポーツ社会」を築くことを目
指して、今後もaスポーツ施設の整備sスポーツ指
導者の養成・確保dスポーツ事業の実施fスポーツ
団体の育成、支援の４つの柱に沿って施策を推進し
てまいりますので、町民皆さんのより一層のご理解
とご協力をお願いいたします。

パークゴルフ・水泳人口が増加�
２０周年を迎えた総合スポーツセンター　スポーツ合宿の町として定着�

スポーツセンター全景

0
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総合スポーツセンター施設別利用状況（平成11年度実績）�

町内各地区�
体育施設利用状況�
（平成11年度実績）�

体
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館�
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春
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プ
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パ
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野
球
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運
動
広
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ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
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フ
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ミ
リ
ー
広
場�

団体別利用状況�

年間利用者�
71,794人�

一般・個人�
�

　　55.5％�
社会教育�
　関係団体�
　　　　27.5％�

町  17.0％�

54,781

27,194 24,961

17,349 15,590

9,510 9,225
6,680 5,450 5,146 3,2003,266

14,686

12,928

11,137

8,540

6,071
5,070 4,761

3,351
2,235

1,530 1,485

（年間利用者  182,352人）�

（人）�

（人）�



チ� ビ� ッ� コ�

※5月23日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

10

６月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院管理係  1５ー2311（内線201）�

6

　　　　　小児神経外来�

６月16日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

６月12日b～６月13日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

６月26日b～６月27日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　上村　正見医師�

�

　　　　　脳 神 経 外 科�

６月28日d午前�

担当医師　道小児センター　高橋　義男医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

６月８日e～６月９日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

６月22日e～６月23日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　南辻　泰志医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

林　　拓実くん�
（哲夫）�

対馬　雅弥くん�
（和秀）�

まさ  や�たく  み�

関矢歩野歌ちゃん�
（泰朗）�

谷本　光大くん�
（光生）�

こうだい�ほ　の　か�

濱野　茉子ちゃん�
（誠）�

齊藤　拓己くん�
（博）�

たく  み�ま　こ�

田渕　祥一くん�
（幸美）�

しょういち�



－１歳６

７月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

11

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

6

火�

〃�

木�

月�

火�

〃�

〃�

水�

木�

日�

月�

火�

土�

日�

火�

木�

〃�

金�

〃�

〃�

月�

４�

〃�

６�

10�

11�

〃�

〃�

12�

13�

16�

17�

18�

22�

23�

25�

27�

〃�

28�

〃�

〃�

31

10：00～14：00�

13：00～15：00�

12：30～13：00�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

11：00～14：30�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

６：30～９：30�

７：00～９：00�

12：30～13：00�

９：00～11：00�
12：30～14：00�
９：00～11：00�
12：30～14：00�

10：00～11：30�

９：30～11：00�

12：30～13：00�

９：30～11：30�

11：00～14：30�

11：00～14：30�

９：30～11：30�
13：00～15：30

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

東 公 民 館�

母子健康センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

東 公 民 館�

本別海地域センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

町民保健センター�

母子健康センター�

中 西 別 福 祉 館�

町 立 別 海 病 院�

尾岱沼地域センター�

西 公 民 館�

本別海地域センター�

町民保健センター�

別 海 市 街 地 区�
食生活改善講座�

母 親 教 室�

１ 才 半 健 診�

乳 幼 児 相 談�

乳 幼 児 相 談�

野 付 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

母 親 教 室�

1才3ヵ月歯みがき教室�

４ ヵ 月 健 診�

総 合 健 診 �

総 合 健 診 �

３ 才 児 健 診 �

乳 が ん 検 診 �

乳 が ん 検 診 �

母 親 教 室�

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

西 春 別 地 区�
食生活改善講座�
別 海 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

フ ッ 素 塗 布 �

こ　と�

田上　湖都ちゃん�
（悟）�

辻　　雄太くん�
（健一）�

ゆう  た�

とも  み� り　な�

羽山　智美ちゃん�
（純一）�

眞下　里奈ちゃん�
（雅人）�

あか  り�

入倉　明里ちゃん�
（伸顕）�

川島　千波ちゃん�
（直之）�

ち  なみ�

つよ  し�

大関　強志くん�
（　良）�

本田　葉輝くん�
（憲一）�

よう  き�

平成12年度  各種健診日程表�
申し込みは、�お早めに�

¡どの健診も30才から受けられます（昭和45年生まれから）�
¡今年還暦を迎える方（昭和15年生まれ）は総合健診が無料です�
¡70才以上（昭和5年生まれ以上の方）は全ての健診が無料です�
¡乳がん検診は6月19・20・21日の13～15時30分までTEL・FAXより�
　申し込みをとります。�
¡大腸がんの申し込みは、６月９日まで�
¡受信を希望される方、保健センターへ�
　電話・FAX等でお申し込み下さい。�
　（申し込み時の確認項目：氏名・生年月日・住所・電話番号・希望検診・希望月日）�

町 民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

東 公 民 館�

本別海地域センター
�

�

西春別ふれあいセンター�

町民保健センター�

�
　  基本健康診査�

�
�
　  胃がん検診�
�
�
　  肺がん検診�
�
大 腸 が ん 検 診�

�
乳 が ん 検 診�

�
2,000円�
�

�
   900円�
�
レントゲン�
   300円�
喀痰�
   500円�

   500円�
�

   600円�

６月16日f

６月17日g

６月18日a

６月19日b

７月16日a

７月17日b

総合健診に併せて実施します。

７月22日g

７月23日a

総

合

健

診

�

健 診 種 類� 料　金� 日　　　　　　　程�
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別
海
町
長
の
資
産
等
が

七
月
一
日
か
ら
公
開
さ
れ
ま
す

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
別
海
町

長
の
資
産
等
公
開
に
関
す
る
条
例
（
平

成
七
年
十
二
月
三
十
一
日
施
行
）
に
基

づ
き
、
別
海
町
役
場
（
本
庁
舎
）
総
務

部
総
務
課
総
務
係
に
お
い
て
町
長
の
資

産
等
報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
を
七
月

一
日
か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◯
公
開
内
容

¡

土
地
、
建
物
、
預
貯
金
、
有
価
証
券
、

自
動
車
、
船
舶
、
美
術
工
芸
品
な
ど

¡

平
成
十
一
年
度
分
の
所
得
、
関
連
会

社
の
調
べ
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
総
務
係
（
内
線
２
２
１
）

応
急
手
当
の
受
講
者
受
付
中

あ
な
た
が
正
し
い
応
急
手
当
を
覚
え
、

家
族
の
命
を
救
い
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
は
、
い
つ
ど
こ
で
突
然
の
け

が
や
病
気
に
襲
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
状
態
が

悪
化
し
、
意
識
が
無
く
な
り
、
呼
吸
も

で
き
な
く
な
り
心
臓
が
止
ま
り
死
に
至

り
ま
す
。

も
し
、
家
族
が
こ
の
よ
う
な
場
面
に

遭
遇
し
た
時
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
場
面
に

居
合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
が
一
刻
も
早

く
適
切
な
手
当
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

消
防
署
で
は
九
月
九
日
の
救
急
の
日

は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
外
に
も
年
間
を

通
し
て
応
急
手
当
の
救
命
講
習
会
を
各

地
で
開
い
て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
も
、

心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
を
覚
え
て
、
あ

な
た
の
家
族
、
知
人
の
命
を
救
い
ま
し

ょ
う
。

希
望
者
（
十
八
歳
以
上
）
は
消
防
署

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

別
海
消
防
署
（
1
５
―
２
１
６
１
）

西
春
別
支
署
（
1
７
―
２
１
６
１
）

平
成
十
二
年
度
「
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
」
開
催

平
成
十
二
年
度
「
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

◯
日
時
／
七
月
十
二（
水
）・
十
三
日（
木
）

二
日
間

◯
場
所
／
根
室
北
部
消
防
事
務
組
合
中

標
津
消
防
署
講
堂
（
中
標
津
町
丸
山
２

の
２
２
）

◯
締
切
／
六
月
三
十
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

別
海
消
防
署
（
1
５
―
２
１
６
１
）

不
法
就
労
防
止
・
不
法
滞
在

防
止
に
ご
協
力
を

最
近
、
不
法
就
労
、
不
法
滞
在
の
外

国
人
の
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ

の
外
国
人
が
引
き
起
こ
す
凶
悪
事
件
、

詐
欺
事
件
等
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
不
法

就
労
を
知
っ
て
い
な
が
ら
斡
旋
す
る
悪

徳
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
不
法
滞
在
し
て
い
る

外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主
の
存
在
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
警
察
で
は
、
ピ
ン
ハ
ネ

し
て
不
当
な
利
益
を
得
て
い
る
者
、
不

法
滞
在
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
者
の

他
、
不
法
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
の
取

締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
中
標
津
警
察
署

（
1
２
―
０
１
１
０
）

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

「
８
０
２
０
表
彰
」
募
集

町
で
は
、「
８
０
歳
で
自
分
の
歯
を
２

０
本
以
上
保
た
れ
て
い
る
」
健
康
な
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
薦
、
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
、
ご

推
薦
く
だ
さ
い
。

◯
対
象
／
大
正
九
年
生
ま
れ
の
方
、
別

海
町
在
住
の
方
。
自
分
の
歯
が
２
０
本

以
上
（
治
療
さ
れ
て
い
て
も
可
）
あ
り

健
康
な
方

◯
応
募
期
間
／
六
月
三
十
日
（
金
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
町
民
保
健
セ
ン

タ
ー
母
子
保
健
係

（
1
５
―
０
３
５
９
）

抽選で
�

700
名に�ホタテ

4㎏�
プレゼント

�
抽選で

�

700
名に�ホタテ

4㎏�
プレゼント

�

第40回えびまつり
◯６月24日・25日　◯尾岱沼漁港
◯前日祭／野付竜神太鼓演奏、わんぱく腕相撲　

大会、山下ひろみ歌謡ショー
◯本日祭／郷土芸能演奏、ゲーム大会、えび、

あさりすくいが当たる抽選会、キャ
ラクターショー、よさこいソーラン
踊り、ＨＢＣ公開ラジオ録音・新沼　
謙治歌謡ショー、山下ひろみ歌謡シ
ョー

問い合わせ／観光係（内線473）
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登
記
相
談
所
開
設
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

釧
路
地
方
法
務
局
別
海
出
張
所
の
廃

止
に
よ
り
住
民
の
不
便
解
消
を
図
る
た

め
、
釧
路
地
方
法
務
局
中
標
津
出
張
所

は
、
登
記
に
関
す
る
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
続
、
売
買
、
抵
当
権
設
定
、

境
界
確
認
等
、
土
地
、
建
物
の
登
記
に

関
す
る
手
続
き
等
に
つ
い
て
ご
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
日
時
／
六
月
二
十
一
日
（
水
）
午
後

一
時
か
ら
午
後
四
時

◯
場
所
／
別
海
町
役
場
二
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
地
方
法
務
局
中
標

津
出
張
所
（
1
３
―
１
２
１
２
）

な
お
、
釧
路
地
方
法
務
局
中
標
津
出

張
所
に
お
い
て
は
、
土
・
日
曜
日
、
年

末
年
始
、
祝
祭
日
を
除
く
毎
日
、
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
電
話

に
よ
る
登
記
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会
社
等
の
印
鑑
証
明
書
が
、

よ
り
安
全
で
簡
単
な
方
法
で

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

釧
路
地
方
法
務
局
中
標
津
出
張
所
で

は
、
本
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
会
社
・

法
人
の
印
鑑
証
明
書
が
印
鑑
カ
ー
ド
で

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

代
表
者
印
を
登
録
済
み
の
方
に
は
、

順
次
、
カ
ー
ド
交
付
の
準
備
が
で
き
た

旨
の
通
知
書
と
、
印
鑑
カ
ー
ド
交
付
申

請
書
用
紙
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
届
き

ま
し
た
ら
中
標
津
出
張
所
で
カ
ー
ド
の

交
付
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

な
お
、
代
表
者
の
氏
名
を
誤
字
・
俗

字
で
登
録
し
て
い
る
方
は
、
正
字
に
引

き
直
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
御
了
承
願
い
ま
す
。

※
こ
の
方
式
は
、
平
成
十
三
年
三
月
末

ま
で
に
全
国
の
法
務
局
で
展
開
さ
れ
る

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
地
方
法
務
局
中
標

津
出
張
所
（
1
３
―
１
２
１
２
）

スポーツセンターより主な大会日程のご案内
７／16A 第９回釧根地区ＮＨＫ

杯パークゴルフ大会
９／３A 道民スポーツ根室管内　

スポーツ交歓大会
10／１A 第22回別海町パイロッ

トマラソン大会
第15回別海町パイロッ
ト健康マラソン大会

10／15A 第５回遊ぼっとスポー
ツ in 別海

平成12年度遺骨収集実施計画並びに慰霊巡拝（墓参）事業概要について�
　国による平成12年度戦没者（抑留中死亡者を含む）遺骨収集等の事業計画及び慰霊巡拝（墓参）の事業�
概要が、次のとおり示されましたのでお知らせします。�

注）１．実施時期、期間、巡拝地域は相手国の都合により変更することがあります。�
　　２．概算経費は外国等における経費（航空賃、宿泊代、食事代等）であり、このほか出発地までの国�
　　　　内旅費（硫黄島については入間までの経費）が加算されます。�
　　３．概算経費はこれまで実施した慰霊巡拝（墓参）を参考にしたものであり、日程等により変動します。�
　　４．参加者には国家公務員等の旅費に関する法律等に基づき算出された旅費の３分の１の補助金が交�
　　　　付され、参加者負担額は概算経費から同補助金額を差し引いた額となります。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ／社会福祉係（内線285）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　概算経費�
　
実　施　地　域　　実施時期　実施期間　派遣人員  （参加者負担額）�

　（旧ソ連墓参）　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　万円�
　イルクーツク州　　７月下旬　  ８日間　 　  10人　　 25～35�
　ブリヤート共和国　７月下旬　  ８日間　 　  10人　　 25～35�
　アムール州　　　　７月下旬　  ８日間　　   10人　　 25～35�
　チタ州　　　　　　８月下旬　  ８日間　　   10人　　 25～35�
　ハバロフスク地方　９月中旬　  ８日間　　   10人　　 25～35�
　沿海地方　　　　　９月下旬　  ８日間　　   10人　　 25～35�
　中国　　　　　　　８月下旬　  10日間　　   20人　　 30～35�
　トラック諸島　　　12月上旬　  ８日間　　   30人　　 35～40�
　東部ニューギニア　２月中旬　  ８日間　　   40人　　 41～46�
　ミャンマー　　　　２月下旬　  ８日間　　   50人　　 47～52�
　フィリピン　　　　３月上旬　  ９日間   　  100人　　 38～43�

　硫黄島
　　　　　　10月上旬　  １日間　 　  50人　　 　　  1�

　　　　　　　　　　２月上旬　  １日間　　   50人�

◎慰霊巡拝（墓参）事業概要�◎遺骨収集実施予定地�
¡ハバロフスク地方（７～８月）�
¡チタ州（８～９月）�
¡沿海地方（６～７月）�
¡イルクーツク州（７～８月）�
¡アムール州（７～８月）�
¡ハカシア共和国（８～９月）�
¡ブリヤート共和国（８～９月）�
¡樺太（８～９月）�
¡タイ（11月）�
¡沖縄（２～３月）�
¡硫黄島（６～７月・11～12月）�
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おめでた・おくやみ�
（４月１日から４月30日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　ub山　成夢ちゃん（男）　誠　（別　　　海）�
　u前川　颯汰ちゃん（男）　浩　（上　風　連）�
　u富崎　茉奈ちゃん（女）忠　相（尾　岱　沼）�
　u　富野乃花ちゃん（女）邦　彦（西　春　別）�
　u戸田　瑞希ちゃん（女）　優　（尾　岱　沼）�
　u時野　　航ちゃん（男）克　已（別　　　海）�
　u松村　有朔ちゃん（男）憲　一（大　　　成）�
　u上田　星奈ちゃん（女）　隆　（別　　　海）�
　u岩間　美羽ちゃん（女）慶　之（別　　　海）�
　u島崎真沙希ちゃん（女）敏　勝（尾　岱　沼）�
　u新倉ちゆりちゃん（女）慎　司（西　春　別）�
　u菊地　留未ちゃん（女）　猛　（尾　岱　沼）�
　u坂東　里桜ちゃん（女）明　高（西　春　別）�
　u坂東　陽生ちゃん（男）明　高（西　春　別）�
　u山本　耕大ちゃん（男）博　史（別　　　海）�
　u外石　雄大ちゃん（男）昭　博（別　　　海）�
　u安田　隼人ちゃん（男）弘　和（大　　　成）�
　u新堀　央将ちゃん（男）光　行（別　　　海）�
　u深川　隆貴ちゃん（男）昭　浩（床　　　丹）�
　u梅坪　誠斗ちゃん（男）義　昭（西春別駅前）�
　u佐藤　皐月ちゃん（女）久　志（走　古　丹）�
　u　瀬あかりちゃん（女）光　一（別　　　海）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u南　　靖志・櫻井亜希子さん　（別　　　海）�
　u橋本　勝利・森　　輝美さん　（上　春　別）�
　u笠島　健大・前畑　光代さん　（別　　　海）�
　u　井　清和・網谷　由香さん　（別　　　海）�
　u佐久間敦郎・酒井　伸子さん　（泉　　　川）�
　u権　登良郎・　　　江里さん　（大　　　成）�
　u牧　　真志・上野あゆ美さん　（西春別駅前）�
　u菅野　和紀・佐藤　洋子さん　（西　春　別）�
　u宮本　茂樹・a田　理恵さん　（別　　　海）�
　u溝口　　健・村田美保子さん　（上　風　連）�
　u新田　雄一・鈴木　まゆさん　（別　　　海）�
　u小笠　一典・大隅　麻由さん　（尾　岱　沼）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s戸田　二郎さん　（８８歳）　（尾　岱　沼）�
　s鈴木　惠子さん　（５０歳）　（別　　　海）�
　s山岸　ツヨさん　（９４歳）　（別　　　海）�
　s長尾　良實さん　（７２歳）　（本　　　別）�
　s木村　登喜さん　（８９歳）　（尾　岱　沼）�
　s山家　福造さん　（６３歳）　（中　西　別）�
　s庄子　松子さん　（８１歳）　（別　　　海）�
　s　名　善八さん　（８５歳）　（別　　　海）�
　s片岡　智　さん　（８９歳）　（上　春　別）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

暑
中
見
舞
用
郵
便
葉
書

「
か
も
め
ー
る
」
発
売
中

夏
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
「
く
じ
」
が

魅
力
の
暑
中
見
舞
用
葉
書
「
か
も
め
ー

る
」
を
発
売
し
て
い
ま
す
。
種
類
は
無

地
一
種
類
と
絵
入
り
「
旅
」、「
虹
色
の

海
」、「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
」
の
三
種
類
で

価
格
は
五
十
円
で
す
。
夏
の
涼
し
い
お

便
り
と
し
て
、「
か
も
め
ー
る
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

中
・
長
期
の
財
産
づ
く
り
に
国
債
を

郵
便
局
で
は
確
実
な
財
産
づ
く
り
の

お
手
伝
い
と
し
て
国
債
の
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。
郵
便
局
で
購
入
で
き
る
国

債
は
「
利
付
国
債
」
と
「
割
引
国
債
」

の
二
種
類
で
す
。

「
利
付
国
債
」
は
、
国
債
の
券
面
に

利
子
支
払
い
の
ク
ー
ポ
ン
が
付
い
て
い

ま
す
。
半
年
ご
と
に
、
こ
の
ク
ー
ポ
ン

と
引
き
換
え
に
郵
便
局
で
利
子
が
受
け

取
れ
ま
す
。

「
割
引
国
債
」
は
、
額
面
よ
り
低
い

価
格
で
発
行
さ
れ
る
国
債
で
す
。
満
期

日
に
額
面
価
格
で
償
還
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
差
額
が
償
還
差
益
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
郵
便
貯
金
の
非
課
税
限
度
額

と
は
別
枠
で
、
満
六
十
五
歳
以
上
の
方
、

母
子
家
庭
の
方
、
お
身
体
が
不
自
由
な

方
等
を
対
象
と
し
て
、
元
金
三
百
五
十

万
円
ま
で
の
利
子
が
非
課
税
と
な
る
特

別
マ
ル
優
制
度
が
あ
り
ま
す
。
現
在
購

入
で
き
る
国
債
等
詳
し
く
は
郵
便
局
の

窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

測
量
の
日

六
月
三
日
は
、「
測
量
の
日
」で
す
。測

量
・
地
図
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く

係
わ
り
、
国
土
の
整
備
や
地
震
予
知
な

ど
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
地

籍
調
査
事
業
を
実
施
し
、
同
時
に
、「
国

土
地
理
院
」
に
よ
っ
て
測
量
の
基
準
と

な
る
三
角
点
等
が
約
三
百
七
十
点
設
置

さ
れ
、各
種
測
量
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
有
珠
山
関
連
ニ
ュ
ー
ス

で
人
工
衛
星
か
ら
発
信
さ
れ
る
電
波
を

受
信
し
て
測
量
す
る
、「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
と
い

う
機
器
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、
局

地
的
な
測
量
に
利
用
す
る
こ
と
は
勿
論
、

連
続
観
測
シ
ス
テ
ム
と
し
て
全
国
に
設

置
さ
れ
、
地
震
、
火
山
噴
火
予
知
な
ど

に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
西
春
別
駅
前
「
西

公
民
館
」
・
別
海
「
郊
楽
苑
」
グ
リ
ー

ン
広
場
ス
テ
ー
ジ
横
の
二
ヶ
所
に
「
観

測
局
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。測
量
・

地
籍
調
査
に
対
す
る
皆
様
の
感
心
が
高

ま
り
、
そ
の
大
切
さ
を
一
層
深
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
地
籍
調
査
係

（
内
線
２
４
３
）

平
和
を
愛
す
る
人
が
ほ
し
い

二
等
・
陸
・
海
・
空
士
募
集

○
応
募
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
し
、
満

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
方

○
試
験
科
目
／
筆
記
試
験
（
国
語
、
数

学
、
社
会
、
作
文
）、
口
述
試
験
、
身
体

検
査
、
適
正
検
査

問
い
合
わ
せ
／
中
標
津
募
集
事
務
所

（
1
２
―
０
１
２
０
）

問
い
合
わ
せ
／
統
計
広
報
係

（
内
線
２
２
５
）

本年10月１日現在で、
全国いっせいに国勢調査を実施します。
国勢調査は、９月下旬から10月上旬にか
けて、「国勢調査員証」を携帯した国勢調査
員が世帯を訪問し、直接、調査票を配布・
取集する方法により行います。
国勢調査と称して世帯の家族構成や会社
の従業員の氏名などを電話で照会する「か

たり調査」にご注意ください。
不審な電話には即答せず、相
手の名前や電話番号などを聞き、
お住まいの市区町村の国勢調査
担当までご連絡ください。
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◆
桜
の
花
も
咲
き
、
緑
も
一
段
と
あ
ざ

や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
冬
期
間
牛

舎
の
中
に
い
た
牛
た
ち
が
、
の
ん
び
り

と
放
牧
地
で
牧
草
を
食
べ
て
い
る
光
景

を
見
る
と
や
っ
と
別
海
町
に
も
夏
の
到

来
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
▽
野
外
ス
ポ

ー
ツ
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
皆
さ
ん
、

野
外
で
体
を
動
か
す
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
お
も
う
存

分
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
▽
最
近
、
交

通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
規
則
を
守

り
、
し
っ
か
り
と
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
り

安
全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。（Ｋ

）

◆
毎
年
開
か
れ
て
い
る
「
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」。さ
す
が
に
す
ば
ら
し
い
写
真
ば

か
り
で
す
ね
。
私
も
仕
事
柄
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
三
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
一
番

気
を
つ
け
る
の
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
（
表
情
）。
写
真
と
い
う
の
は
天
候
、

光
、
写
す
と
き
の
角
度
な
ど
に
よ
っ
て

伝
わ
り
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
か
ら
ね
。

学
生
時
代
、
写
真
部
と
い
う
と
お
た
く

と
い
う
か
、
孤
立
感
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
仕
事
で
写
真
を
撮

り
続
け
る
と
、
こ
れ
が
な
か
な
か
面
白

い
。
今
で
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ビ
デ

オ
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
一
度
手
に
と
っ
て

み
て
は
。
高
校
生
の
頃
、
部
活
動
に
行

く
途
中
、
写
真
部
に
撮
っ
て
も
ら
っ
た

十
代
の
白
黒
写
真
が
今
も
い
い
味
を
出

し
て
い
る
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

◯スピードダウンと◯シートベルト�
2つの◯があなたを守る�

別海町の交通事故発生状況�

発生19件、死者２名、傷者28名�
前年同期比   （＋４）　　　  （±０）　    　（＋８）　　 　�

（平成12年１月１日～５月28日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｓ� Ｓ�
Ｓ�

Ｑ．一度、年金を受ける手続きをしてしまえば、ず
っともらえるものなのですか。
Ａ．引き続き年金を受けるための現況届の提出が必
要です。年金を受けるには、裁定請求の手続きをし
て受給資格があることを確認してもらうわけですが、
それを済ませ、晴れて年金を受給するようになった
後でも、現況届といって定期的に届出をしなければ
なりません。現況届は受給者が引き続き年金を受け
る権利があるかどうかを確認するための届出です。
これを提出しないと、年金の支払いが一時ストップ
されてしまいますので、必ず提出してください。現
況届は毎年１回、受給者の誕生月に提出することに
なっています。届出用紙（ハガキ）はその月の初め
に社会保険庁から送付されますので、必要事項を記
入のうえ、月末までに必ず提出してください。この
他、引っ越しされたときや氏名が変わったときなど、
その都度届出が必要となりますので、お忘れのない
ようお願いします。

社会保険事務相談所開設日
○日時／７月18日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

寄
　
付

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
平
賀
洋
さ
ん
（
床
丹
）
▽
山
岸
英
一

さ
ん
（
別
海
西
本
町
）
▽
國
分
昭
治
郎

さ
ん
（
西
春
別
）
▽
方
波
見
紀
男
さ
ん

（
尾
岱
沼
岬
町
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
井
鳥
和
世
さ
ん
（
別
海
宮
舞
町
）
▽

大
内
敏
郎
さ
ん
（
上
春
別
）
▽
平
澤
由

美
子
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
展
実
行
委

員
会
▽
上
杉
功
さ
ん
（
別
海
川
上
町
）

▽
新
浜
八
重
子
さ
ん（
尾
岱
沼
潮
見
町
）

▽
戸
田
博
人
さ
ん
（
尾
岱
沼
港
町
）
▽

鈴
木
忠
さ
ん
（
別
海
）
▽
山
岸
佳
子
さ

ん
（
別
海
西
本
町
）
▽
長
尾
和
美
さ
ん

（
本
別
）
▽
方
波
見
夕
紀
子
さ
ん（
尾
岱

沼
岬
町
）
▽
庄
子
邦
夫
さ
ん
（
別
海
旭

町
）
▽
小
倉
正
弘
さ
ん
（
中
西
別
）
▽

久
保
二
大
さ
ん
（
中
春
別
）
▽
片
岡
保

男
さ
ん
（
上
春
別
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

郊
楽
苑
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

館
内
給
排
水
施
設
、
温
泉
施
設
な
ど

の
定
期
点
検
の
た
め
、七
月
十
日（
月
）か

ら
十
三
日（
木
）ま
で
の
四
日
間
臨
時
休

業
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

七
月
十
四
日
（
金
）
よ
り
平
常
通
り

営
業
い
た
し
ま
す
。

別
海
町
交
流
セ
ン
タ
ー
郊
楽
苑

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

◯
利
用
者
／
高
校
・
短
大
・
大
学
・
専

修
学
校
等
に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の

保
護
者

◯
融
資
額
／
学
生
・
生
徒
一
人
に
付
き

二
百
万
円
以
内

◯
返
済
期
間
／
十
年
以
内

◯
利
率
／
年
二
・
二
％
（
五
月
現
在
）

問
い
合
わ
せ
／
国
民
生
活
金
融
公
庫
釧

路
支
店

（
1
０
１
５
４
―
２
２
―
８
１
３
１
）
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


